
日 本 一 住 み よ い 門 川 町

今月の主な内容

◎五十鈴地区営農組合･･･････････２～３
◎ 財政事情の公表･･･････････････４～７

◎ 西門川ならではの教育 ･･･････10～11
◎ きこえるよ耳をすませば心のさけび･･･14

「協力者のみなさん、よろしくお願いします。」

10月14日（日）牧山地区にて「遠見山ウォークラリー＆みかん狩り」（庵川東・牧山地

区農用地利用改善組合主催）が開催されました。これは「地域の豊かな農業・観光資源の

PR」を目的に若手農業者の企画により開催され、遠くは宮崎市より21組61名が参加され

ました。秋の爽やかな気候も手伝って、参加した皆様より大変ご好評を得たようでした。

庵川東・牧山地区農用地利用改善組合の次なる企画にご期待ください。
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五十鈴地区営農組合の紹介

五十鈴地区営農組合は、平成19年２月に集落内に農地を所有する45戸で設立さ

れ、農作業受託を中心とした営農活動と農地・水・環境の保全向上活動に積極的に

取り組んでいます！

活　動　紹　介

『営農活動』

営農組合の活動として、先月ら

っきょう５ａ、にんにく５ａの植

え付けを地区内の農地で行いまし

た。

県の農業改良普及員から作物の

特徴、植え方、今後の作業等の説

明を受け、にんにく・らっきょう

の順番に植え付けをしました。

参加者が予想よりも多かったために、スムーズに作業は進行しましたが、雨の中

腰を屈める作業に「足腰がいたい」「体がかゆい」と音を上げる子ども達もちらほ

ら…。参加した高校生は、営農組合役員や高齢者の教えを受けながら、丁寧に植え

付けを行い、生徒からは「学校の作業実習とは違い地域の方とのふれあいを通じて

農業のよさを再認識できた。」、「植え付け作業の後にも、かん水・病害虫防除・植

穴除草・土のせ・摘芯等の作業があるので、ぜひ参加したい。学校の帰りも圃場を

見に行きたい。」と清々しい笑顔を見せていました。

植え付け作業の後、地区公民館において地元産米で作ったおにぎり、高齢者クラ

ブが持参した漬物等の加工品、町特産の魚の干物等シンプルな食材で交流会を行い

ました。

組合長は、「営農組合の事業化の活動の第一歩として行った。併せて、営農組合

の活動を地域住民に理解してもら

うこともできた。地域力を活かし

ていくことを念頭にがんばってい

きたい。また、保護者から子ども

達への食育のためにも次回からの

作業にも参加したいとの言葉をも

らった。子ども達や高校生の中か

ら次の五十鈴地区営農組合を担う

農業者が出てくるとことを期待したい。」と充実した表情で答えていました。

『農地・水・環境保全向上活動』

農地・水・環境の保全向上活動として、これまでに農道路肩・畦畔の草刈、不法

投棄物などのゴミ拾いを行いました。先月には、景観形成の一環として農道畦畔に

彼岸花の植栽を行いました。

この活動には、五十鈴高齢者クラブ、親子育成会など50名余りが参加しました。

畦畔は、思ったよりも固く、穴掘りには営農組合役員・育成会の若いお父さんが中

心に行い、植え付けを子ども達・高齢者が行いました。

高齢者クラブ会員からは、「孫のような子ども達と一緒に彼岸花の植栽ができて、

我々高齢者も若返る気分だ。」笑顔で話し、子ども達も高齢者に負けじと、懸命に

頑張っていました。植え付後は、集落センターに場所を移し、高齢者から彼岸花の

由来等の話があり、育成会のお母さんや営農組合の女性部会のメンバーが作ってく

れたカレーライスを全員で食べました。

※農地・水・環境保全向上

活動は、農業者と地域住

民、自治会、関係団体な

どが幅広く参加し、施設

を長持ちさせるための細

やかな手入れや農村の自

然や景観などを守ること

を目的にしています。
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門
川
町
の
財
政
の
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
年
２
回
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
18
年
度
の
決
算
の
状
況
と
平
成
19
年
度
上
半
期
の
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

歳入は、前年度に比べ６億459万円減収となっています。これは、
門川中学校校舎改築事業の完了に伴い、国庫支出金及び町債の減額に
よるものです。最も大きな割合を占める地方交付税は、199万円の減
額で下げ幅は少ないようですが、交付税の代わりとして借入される臨
時財政対策債は、2,290万円の減額など、依存財源は年々減らされて
おります。今後、厳しい経済状況の中ではありますが、町税の増収な
ど自主財源の確保に努めなければなりません。

平
成
18
年
の
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
62
億
８，

７
４
０
万
円
、
歳
出
決
算
額
は
60
億
７，

５
８
４
万

円
と
な
り
、
差
し
引
き
２
億
１，

１
５
６
万
円
の
黒

字
決
算
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
中
に
は
、
翌
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る
事
業
に

充
て
る
財
源
２，

６
７
６
万
円
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
差
し
引
い
て
１
億
８，

４
８
０
万
円
が
実
質

的
な
収
支
に
な
り
ま
す
。

歳
入
は
、
▲
８
・
８
％
の
減
、
歳
出
は
▲
７
・

７
％
の
減
と
な
り
、
入
っ
て
く
る
お
金
が
少
な
く
な

り
、
使
う
お
金
も
抑
制
し
て
お
り
ま
す
。

町
税
や
繰
入
金
、
繰
越
金
な
ど
の
町
が
自
主
的
に

収
入
で
き
る
自
主
財
源
の
割
合
は
、
40
・
１
％
、
地

方
交
付
税
や
町
債
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
国
や
県
の

意
思
決
定
に
よ
り
収
入
さ
れ
る
依
存
財
源
の
割
合
は

59
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
本
町
の
財

政
基
盤
が
弱
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
日
の
社
会
経
済
の
状
況
か
ら
、
町
税
が
大
き
な

伸
び
が
見
込
め
ず
、
更
に
は
、
三
位
一
体
の
改
革
等
、

地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
益
々
厳
し
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
行
政
改
革
を
強
力

に
推
進
し
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
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歳出は、前年度に比べ５億469万円の減額となって
います。減額の最も大きかったものは普通建設事業費
ですが、門川中学校改築事業、災害復旧費、漁業振興
特別対策事業などの大型事業が終了したことによるも
のです。増額の大きかった扶助費は、少子高齢化の中、
今後ますます増えていくと考えられます。繰出金の増
額は、後年度の財政基盤の強化のために財政調整基金
に３億9,407万円積み立てをしたためです。人件費に
つきましては、行政改革により職員削減を行い抑制に
努めておりますが、今年度は退職手当負担金制度改正
等により増額になってます。

一 般 会 計

特 別 会 計

地方交付税

国・県支出金

町 債

義務的経費

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

普通建設事業費

物 件 費

繰 出 金

町が行う基本的な仕事にかか
る経費を取り扱う会計のこと
です。

特定の収入をそれに伴う支出
に充てて事業を行う会計のこ
とです。

地方税などの自主財源だけで
は足りない地方自治体に対し
て、国が交付するものです。

国・県から地方自治体に交付
される補助金、負担金、委託
金をいいます。

町が建設事業などを行うとき
の借入金です。

支出が義務づけられる経費の
ことで、人件費、扶助費、公
債費をいいます。

町の職員や特別職の給与、議
員の報酬、各種委員の報酬な
どの経費です。

高齢者、児童、障がい者など
に対して行っている扶助に関
する経費です。

町が借り入れた町債の償還に
かかる経費です。

道路、橋りょう、学校、公園、
庁舎等の社会資本の整備に要
する投資的な経費です。

消費的な費用の総称です。賃
金、旅費、需用費、役務費、
委託料、使用料及び賃借料な
どが含まれます。

一般会計と特別会計または特
別会計相互間において支出さ
れる経費です。

会　　計　　名

●一般会計

●特別会計

歳入決算額

６２億８,７３９万８,４３４円

２３億６,１０５万８,９１６円

１９億４,２１３万６,０５８円

１２億４,１１８万９,８９０円

４,２９０万９,８６９円

１,１６１万９,７９５円

歳出決算額

６０億７,５８３万４,７５３円

２２億６,２６５万５,２１１円

１９億１,８３０万１,６６２円

１１億５,０５５万９,２５９円

１７０万５,３２７円

８５７万８,２５６円

差引残高

２億１,１５６万３,６８１円

９,８４０万３,７０５円

２,３８３万４,３９６円

９,０６３万６３１円

４,１２０万４,５４２円

３０４万１,５３９円

国 民 健 康 保 険 事 業

老 人 保 健

介 護 保 険 事 業

草川土地区画整理事業

簡 易 水 道 事 業



平
成
18
年
度
に
整
備
さ
れ
た
も
の
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

移
動
・
同
報
系
デ
ジ
タ
ル

無
線
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
し
た
。

大
き
な
地
震
や
津
波
が
発
生
し
た
時
に
、

町
民
に
災
害
情
報
を
迅
速
か
つ
正
確
に
伝

達
す
る
手
段
と
し
て
『
門
川
町
移
動
・
同

報
系
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム
』
を
整
備

し
ま
し
た
。
地
震
計
を
備
え
一
定
規
模
の

地
震
の
際
は
、
自
動
的
に
放
送
を
行
う
機

能
も
あ
り
ま
す
。

災
害
の
緊
急
情
報
以
外
に
も
、
役
場
か

ら
の
各
種
行
政
連
絡
な
ど
、
幅
広
く
活
用

で
き
ま
す
。
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町
債
と
基
金
の
状
況

門
川
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
と
貯
金
で

あ
る
基
金
の
状
況
は
表
の
と
お
り
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

町
債
現
在
高
に
つ
き
ま
し
て
は
、
15
〜

17
年
度
は
、
栄
ケ
丘
町
営
住
宅
建
替
事
業

や
門
川
中
学
校
校
舎
改
築
事
業
の
大
型
事

業
が
重
な
っ
た
た
め
増
え
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
度
は
前
年
度
か
ら
１
億
１，

４
２
０

万
円
減
っ
て
お
り
、
町
民
一
人
当
た
り
の

借
り
入
れ
残
高
は
31
万
６，

５
２
１
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

基
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
債
と
同
じ

く
16
・
17
年
度
は
大
型
事
業
に
充
て
た
た

め
減
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
１
億

８，

９
５
６
万
円
積
み
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

モーターサイレン
異常時にサイレンを吹鳴し
ます。 町内18ケ所に子局が

設置され役場からの
情報が放送されます。

基金の保有状況

町債の推移

※町民一人当たりの算出に使った人口は、平成17年度19,639人
（H18.3.31住民基本台帳）、平成18年度19,481人（H19.3.31
住民基本台帳）です。

会　　計

財 政 調 整 基 金

公共施設等整備基金

ふるさと振興基金

減 債 基 金

社 会 福 祉 基 金

土 地 開 発 基 金

地域福祉振興基金

水産業振興基金

ふるさと農村活性化基金

合　　計

町民一人当たりの基金残高

元 利 償 還 金

うち元金償還金

町 債 借 入 額

町 債 借 入 残 高

町民一人当たりの借入残高

17年度

７億１,２７４万円

５億７,０４５万円

６億８,５２０万円

６２億８,０３５万円

３１万９,７９０円

18年度

７億２,１３１万円

５億８,３９０万円

４億６,９７０万円

６１億６,６１５万円

３１万６,５２１円

17年度保有額

６億９,６３２万円

４億７,３０２万円

３１９万円

６,３８６万円

１１２万円

１億８,５８４万円

２億２,４７３万円

２,０４２万円

１,０４７万円

１６億７,８９７万円

８万５,４９２円

18年度保有額

９億３,６７８万円

４億３,３５１万円

３１９万円

５,１４３万円

１１２万円

１億８,６６０万円

２億２,５０１万円

２.０４２万円

１.０４７万円

１８億６,８５３万円

９万５,９１５円

門
川
中
学
校
体
育
館
が完

成
し
ま
し
た
。

平
成
16
・
17
年
度
２
カ
年
か
け
て
門
川

中
学
校
の
校
舎
改
築
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
18
年
度
は
体
育
館
が
完
成
し
ま
し

た
。こ

れ
で
、
安
全
で
快
適
な
教
育
環
境
が

整
い
ま
し
た
。

ま
た
、
体
育
館
は
地
域
開
放
型
施
設
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
教
室
に
扇
風
機
を

取
り
付
け
ま
し
た
。

暑
い
夏
の
教
室
で
少
し
で
も
快
適
に
勉

強
で
き
る
よ
う
に
、
小
・
中
学
校
の
教
室

に
扇
風
機
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

かどがわ● 町報11月7

平
成
19
年
度
上
半
期

予
算
執
行
状
況

平
成
19
年
度
上
半
期
（
４
月
〜
９
月
）
の
執
行
率
は
、

一
般
会
計
収
入
が
53
・
１
％
、
支
出
が
41
・
６
％
で
し
た
。

本
年
度
は
、
税
源
移
譲
に
よ
る
町
税
の
収
入
増
が
見
込
ま

れ
ま
す
が
、
一
方
で
地
方
譲
与
税
や
臨
時
財
政
対
策
債
が
減

額
に
な
る
な
ど
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
。

職
員
一
人
一
人
が
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
経
費
削
減
を
図

り
、
入
札
制
度
の
改
正
な
ど
、
よ
り
一
層
の
歳
出
削
減
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
よ
く
有
効
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

●一般会計

●特別会計

国民健康保険事業

老 人 保 健

介 護 保 険 事 業

草川土地区画整理事業

簡 易 水 道 事 業

予 算 額

５７億２,４２９万円

２４億６,０１７万円

２０億１,６９０万円

１４億１,３５６万円

４,２１２万円

９１５万円

収入済額
(執行率)

３０億４,１４０万円
（53.1％）

２３億７,８５７万円
（41.6％）

１０億２,７３３万円
（41.8％）

８億４,０７２万円
（41.7％）

４億７,６５８万円
（33.7％）

１０万円
（0.2％）

３１８万円
（34.8％）

９億７,５４２万円
（39.6％）

８億８,００６万円
（43.6％）

６億５,７６２万円
（46.5％）

４,１８７万円
（99.4％）

８６６万円
（94.7％）

支払済額
(執行率)

平成18年度決算
支出の使いみちは１人あたり31万1,885円でした。

民 生 費

総 務 費

教 育 費

公 債 費

衛 生 費

農林水産業費

消 防 費

土 木 費

議 会 費

商 工 費

災害復旧費

そ の 他

９万２,４４９円

６万１,７５１円

４万４,１９４円

３万７,０２７円

２万４,８４３円

１万７,５０７円

１万５,２２７円

１万１,６４６円

４,４７１円

２,０４５円

１８２円

５４３円

子どもやお年寄りなどの福祉のために

行政の運営のため

学校、公民館などの整備や教育振興に

町の借入金の返済のために

ごみ処理や保健衛生のために

農林水産業の振興のために

火災や台風などの防災活動に

道路や公園整備など住みよい町づくりのために

議会の運営のために

商工の振興のために

災害被害にあった施設などの復旧のために

諸支出金など

●使われたお金を目的別に示すと次のようになります。



かどがわ● 町報11月8

地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
第
２
項
、
２

４
１
条
第
５
項
に
よ
り
審
査
に
付
さ
れ
た

平
成
18
年
度
門
川
町
一
般
会
計
。
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
書
、
同
付
属
書
類
及
び

地
方
公
営
企
業
法
第
30
条
第
２
項
に
よ
り

審
査
に
付
さ
れ
た
平
成
18
年
度
門
川
町
水

道
事
業
会
計
決
算
書
の
決
算
審
査
に
つ
い

て
そ
の
概
要
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

Ⅰ．

審
査
の
概
要

１．

審
査
の
対
象

（
１
）
平
成
18
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
書

（
２
）
平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

（
３
）
平
成
18
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
書

（
４
）
平
成
18
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
書

（
５
）
平
成
18
年
度
草
川
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

（
６
）
平
成
18
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
書

（
７
）
平
成
18
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
書

（
８
）
上
記
決
算
書
に
係
る
付
属
書
類

２．

審
査
の
実
施
時
間

平
成
19
年
６
月
４
日
〜
５
日

平
成
19
年
７
月
23
日
〜
８
月
７
日

３．

審
査
の
要
領

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点
を
主

眼
と
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

（
１
）
決
算
書
及
び
付
属
書
類
の
計
数
は
正

確
で
あ
る
か

（
２
）
予
算
は
そ
の
目
的
に
そ
っ
て
適
性
か

つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か

（
３
）
法
令
及
び
条
例
に
違
反
す
る
経
理
は

な
い
か

（
４
）
予
算
の
流
用
及
び
予
備
費
の
充
用
は

適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
か

（
５
）
財
産
の
管
理
運
営
は
健
全
か
つ
適
正

に
な
さ
れ
て
い
る
か

（
６
）
水
道
事
業
会
計
は
経
済
性
の
発
揮
と

公
共
の
福
祉
の
増
進
が
図
ら
れ
て
い

る
か

Ⅱ．

審
査
の
結
果

平
成
18
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
の
決
算
審
査
の
結
果
、

各
会
計
決
算
書
、
同
付
属
書
類
と
も
計

数
に
誤
り
は
な
く
、
原
薄
、
関
係
諸
帳

簿
、
証
拠
書
類
、
預
金
通
帳
、
物
品
と

符
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入
歳
出

の
実
質
収
支
は
黒
字
決
算
に
な
っ
て
お

り
、
財
政
収
支
の
健
全
性
は
保
持
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
財
政
指
標
の
面
で
は
、

前
年
度
よ
り
、
公
債
費
比
率
が
０
・

３
％
、
起
債
制
限
比
率
が
０
・
６
％
そ

れ
ぞ
れ
改
善
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
経

常
収
支
比
率
は
１
・
３
％
上
昇
し
て

88
・
３
％
、
に
な
り
財
政
構
造
の
硬
直

化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

歳
入
は
、
門
川
中
学
校
校
舎
改
築
事

業
の
完
了
に
伴
い
、
国
庫
支
出
金
及
び

町
債
の
減
に
よ
り
財
源
別
構
成
比
率
は
、

自
主
財
源
40
・
１
％
（
前
年
度
39
・

６
％
）、
依
存
財
源
59
・
９
％
（
前
年
度

60
・
４
％
）
と
、
自
主
財
源
が
前
年
度

よ
り
０
・
５
％
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

歳
入
は
、
門
川
中
学
校
体
育
館
建
設

事
業
を
は
じ
め
農
林
水
産
業
の
振
興
、

商
工
業
の
振
興
、
福
祉
・
教
育
施
設
の

設
備
な
ど
社
会
資
本
の
充
実
と
町
民
福

祉
の
向
上
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
性
質
別
の
決
算
状
況
に
お
い
て
は
、

前
年
度
よ
り
も
義
務
的
経
費
２
・
７
％

増
加
し
た
も
の
の
、
投
資
的
経
費
38
・

４
％
、
そ
の
他
の
行
政
経
費
３
・
２
％

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
お
り
行
財
政
の
効

率
化
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

特
別
会
計
は
各
会
計
に
お
い
て
財
政

運
営
が
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま

す
が
財
政
収
支
の
健
全
性
は
保
持
さ
れ

て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
に
お
い
て
は
、
配
水

池
等
の
整
備
が
年
次
ご
と
に
計
画
施
工

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
経
営
状
況
は
減
価

償
却
費
（
加
草
配
水
地
）
の
増
に
よ
り

１，

０
０
０
万
８
千
円
の
損
失
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
厳
し
い
経
営
を
強

い
ら
れ
る
の
で
、
長
期
計
画
の
も
と
一

層
の
効
率
的
な
事
業
運
営
を
望
み
ま
す
。

地
方
の
経
済
は
依
然
と
し
て
回
復
の

兆
し
が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ

り
本
町
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
は
「
門
川

町
行
財
政
改
革
構
想
」
に
基
づ
く
行
財

政
改
革
を
推
進
し
、
財
源
の
確
保
と
効

率
的
な
行
政
運
営
に
よ
り
住
民
福
祉
の

向
上
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の

で
あ
り
ま
す
。

平
成
19
年
11
月
１
日

門
川
町
監
査
委
員
　
黒
木
　
元
吉

門
川
町
監
査
委
員
　
猪
倉
　
照
央

完成した門川中学校体育館

先
の
議
会
に
お
い
て
地
方
税

法
第
四
三
六
条
の
規
定
に
基
づ

い
た
門
川
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に
原
田
良
一
さ

ん
が
議
決
、
選
任
さ
れ
ま
し
た

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

加
草
　
原
田
良
一
さ
ん（

新
任
）

任
期平

成
19
年
９
月
２
日
か
ら

平
成
22
年
９
月
１
日
ま
で
の

３
年
間

門
川
町
赤
十
字
奉
仕
団
に
厚

労
相
表
彰
―
県
庁
で
伝
達
式

門
川
町
赤
十
字
奉
仕
団
に
厚

労
相
表
彰
―
県
庁
で
伝
達
式

門
川
町
固
定
資
産

評
価
審
査
員

門
川
町
固
定
資
産

評
価
審
査
員

門
川
町
消
費
生
活
『
く
ら
し
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
』
を
紹
介
し
ま
す

門
川
町
消
費
生
活
『
く
ら
し
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
』
を
紹
介
し
ま
す

福
祉
分
野
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
支
援
を
長
年
行
っ
て
い

る
団
体
や
個
人
を
顕
彰
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
の
伝
達
式
が
先
月
16

日
、
宮
崎
県
庁
で
あ
り
、
約
30

年
間
に
わ
た
っ
て
老
人
福
祉
施

設
へ
の
慰
問
や
被
災
地
域
へ
の

募
金
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
門

川
町
赤
十
字
奉
仕
団
」（
安
田
ス

ミ
委
員
長
　
団
員
84
名
）
に
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
11
日
に
日
向
市
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
地

域
安
全
運
動
日
向
地
区
推
進
大

会
」
に
お
い
て
、
日
向
地
区
防

犯
功
労
表
彰
の
授
賞
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

門
川
町
か
ら
は
青
少
年
指
導

員
の
岩
佐
祐
一
さ
ん
、
大
星

さ
ん
、
二
宮
正
信
さ
ん
の
３
名

が
本
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
の
こ
れ
か

ら
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

日
向
地
区
防
犯
功
労
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

日
向
地
区
防
犯
功
労
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

宮
崎
県
教
育
委
員
会
で
は
地

域
社
会
全
体
で
学
校
安
全
に
取

り
組
む
体
制
を
整
備
し
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
安
全
で
安
心

で
き
る
学
校
の
確
立
を
目
的
と

し
た
『
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安

全
体
制
整
備
推
進
事
業
』
を
平

成
17
年
度
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
学
校
や
見
守
り
登
録
者

へ
の
助
言
等
を
行
う
と
と
も
に
、

学
校
内
外
の
巡
回
等
を
行
い
、

学
校
の
安
全
確
保
に
取
り
組
む

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
門
川
町
在

住
の
本
田
千
津
代
さ
ん
（
日
光

警
備
保
障
株
式
会
社
所
属
）
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
本
田
さ
ん
に
は
町
内

を
巡
回
し
て
い
た
だ
き
、
安
全

で
安
心
で
き
る
学
校
体
制
づ
く

り
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
紹
介

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
紹
介
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本田千津代さん
緑のベストが目印です

↑左より青少年指導員の二宮さん、
岩佐さん、曽川町長

今年度の県内受賞者３団体
（奉仕団員は中央から右３名）

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は

住
民
の
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
、
県

や
町
に
対
し
て
消
費
生
活
に
関

す
る
意
見
や
情
報
を
提
供
す
る

活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
に
関
す
る
事
で
、

お
気
付
き
の
点
や
困
っ
た
事
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ま
で
声
を
お
か

け
く
だ
さ
い
。

櫻
川
ミ
エ
子
さ
ん
（
中
村
）

1
６
３-

５
５
１
７

赤
澤
實
千
代
さ
ん
（
旭
町
）

1
６
３-

２
５
６
４

消
費
生
活
に
関
す
る
ご
相

談
・
お
問
い
合
わ
せ
は
く
ら
し

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ほ
か
、
こ
ち
ら

ま
で
ど
う
ぞ
!!

延
岡
地
方
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1
０
９
８
２-

３
１-

０
９
９
９

門
川
町
役
場
産
業
振
興
課

1
６
３-

１
１
４
０

（
内
線
２
９
１
）



☆小規模特認校制度とは
現在の通学区域（住所によって通学する学校が決まる制度）の一部が見直され、門川町教育

委員会の定める一定の条件を満たすことで、教育委員会が小規模校として指定する西門川小学
校・西門川中学校で学ぶことができる特例制度です。

☆小規模特認校制度受付期間
平成19年11月１日から平成20年１月18日まで、詳しくは
門川町教育委員会にお問い合わせください。
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西門川小学校・西門川中学校は、緑豊かな自然環境に恵まれる小規模校であり、地域が一体と
なって、自然体験活動、ふれあい活動、ボランティア活動、学習活動を一緒に行い、児童・生徒
たちに、素晴らしい総合的な学力を身に付けさせている学校です。中学校の先生が小学校で授業
をしたり、小学校６年生と中学校１年生が合同で授業を受けたりするユニークな取組もあります。
また、小・中学校の全ての教職員が、全ての児童・生徒に声をかけ指導していきます。

連絡先
町教育委員会 1６３-１１４０
西 門 川 小 1６４-１００４
西 門 川 中 1６４-１０３１

かどがわ● 町報11月11
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食べること、眠ることは、赤ちゃんはもちろん、学童期の児童生徒が健や
かに育つためにとても重要な役割を持っています。また、これらは、躾の一
環として早い時期から身に付け習慣化へつなげることが生活習慣病予防へつ
ながります。「三つ子の魂100まで」との諺があるように、幼児期までに身近
にいる大人たちがお手本となり、子どもたちは真似して学ぶことで生活習慣
を身に付けていきます。おじいちゃん、おばあちゃん、お父さん、お母さん
あなたの後姿は大丈夫ですか。
世界の赤ちゃんの睡眠の現状は…
※赤ちゃんが眠る時間（国際比較をしたものです。）

「
子
ど
も
の
『
遅
寝
』
が
急

速
、
か
つ
着
実
に
進
行
し
て
い

ま
す
。」
東
京
北
社
会
保
険
病
院

副
院
長
の
神
山
潤
医
師
は
、
宵

っ
張
り
の
子
ど
も
の
増
加
に
危

機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

日
本
小
児
保
健
協
会
に
よ
る

と
、
夜
10
時
以
降
に
就
寝
す
る

３
歳
児
は
１
９
８
０
年
の
22
％

か
ら
、
２
０
０
０
年
に
は
52
％

と
倍
以
上
に
。
日
本
の
子
ど
も

の
「
遅
寝
」
は
、
世
界
で
も
飛

び
ぬ
け
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
）

「
子
ど
も
の
早
起
き
を
す
す

め
る
会
」
の
発
起
人
で
も
あ
る

神
山
さ
ん
。
乳
幼
児
期
の
睡
眠

の
大
切
さ
を
力
説
し
ま
す
。

「
老
化
防
止
や
抗
が
ん
作
用
、

性
の
早
熟
防
止
の
働
き
を
持
つ

メ
ラ
ト
ニ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン

は
、
一
生
の
な
か
で
１
〜
５
歳

に
一
番
多
量
に
分
泌
さ
れ
ま
す
。

暗
く
な
る
と
分
泌
さ
れ
、
明
る

い
と
分
泌
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

『
遅
寝
』
の
結
果
、
夜
明
る
い
環

境
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
る
こ

と
で
ホ
ル
モ
ン
が
減
っ
た
ヒ
ト

は
、
将
来
、
ど
ん
な
変
化
に
さ

ら
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
さ

ら
に
幼
少
期
の
睡
眠
は
、
脳
の

神
経
回
路
の
形
成
に
重
要
で
あ

る
こ
と
も
最
近
、
分
か
っ
て
き

ま
し
た
」

「
会
」
は
、「
ま
ず
早
起
き
し

て
、
悪
循
環
を
断
ち
切
ろ
う
」

と
呼
び
か
け
、
朝
日
を
浴
び
て
、

外
遊
び
、
眠
れ
る
環
境
を
整
え

る
な
ど
、
７
ケ
条
を
提
案
し
て

い
ま
す
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.hayaoki.jp

）

※今月裏表紙に掲載しております献立を赤ちゃんの離乳食へ展開してみました。
１．菜めし
○５ケ月～６ケ月頃：湯飲みに、洗った米（５g）と水（50cc）を入れて釜の中央に置き、大人用のご
飯と一緒に炊く。（すりつぶす）後は月齢と共に米を増やし水の量を減らしていく。

２．ポタージュスープ
○７ケ月～８ケ月頃：大人用の調味前の状態で与えてよいが、牛乳を使わず湯か粉ミルク等で溶きのば
すとよい。

３．白身魚のちり蒸し
○９ケ月頃～11ケ月頃：材料は全て１cm角切りにし、器に出し汁を入れて蒸す。片くり粉でトロミ
をつけると食べやすい。

○はちみつは、乳児ボツリヌス症予防のため１歳までは使いません。．

夜ふかしベビー世界一
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前回は、乙嶋と宮ノ原に延岡藩の御植物場があり、

多量の櫨木
はぜのき

が植えられていたことを示す史料を紹介

しましたが、今回は、天保十三年（1842年）二月、

その植物場を開くにあたって、「御殿様」（内藤政義）

が自ら乙嶋に視察に来て、門川村、加草村などから

五百人ばかりが出て開墾した史料を数回にわたって

紹介しましょう。

この史料は、乙嶋山を伐採して、五反（約５千㎡）ほど開墾して櫨を植えたとき
の記録である。その際、延岡城からお殿様が視察に来られ、乙嶋に渡ったことが書
かれている。お殿様は、尾末港からの手配の船にのって加草から乙島へわたり、帰
りも加草から城へお帰りになった。開墾には尾末、門川、加草、伊形の各村々から
献納歩（奉仕の夫役）が男女、老若関係なく、五百人ほどが出た。その人たちを乙
嶋に渡すために尾末から漁船やてんま船を三十四～五隻手配したと述べている。

不明 ノイバラ

勝蓮寺天井画紹介［第３回］

（
前
略
）
「
此
度

こ
の
た
び

乙
嶋
山

お
と
し
ま
や
ま

伐
採
御
植
物
場

き
り
と
り
お
ん
し
ょ
く
ぶ
つ
ば

ニに

五ご

反た
ん

計
ば
か
り

ひ
ら
き
候

そ
う
ろ
う

節せ
つ

之の

控
ひ
か
え

」

殿
様

と
の
さ
ま

（
内
藤
政
義

な
い
と
う
ま
さ
よ
し

）
御
植
物
場

お
ん
し
ょ
く
ぶ
つ
ば

ひ
ら
き
場ば

御ご

覧ら
ん

ニに

乙
嶋

お
と
し
ま

江え

御
渡
被
遊
候
事

お
わ
た
り
あ
そ
ば
さ
れ
そ
う
ろ
う
こ
と

加か

草く
さ

浜は
ま

江え

尾お

末ず
え

浦う
ら

よ
り
漁
船
差
出

ぎ
ょ
せ
ん
さ
し
だ
し

ニに

御
乗
船

ご
じ
ょ
う
せ
ん

、

御
渡
被
遊

お
わ
た
り
あ
そ
ば
さ
れ

、
又
々
加
草

ま

た

ま

た

か

く

さ

よ
り
御
帰

お

か

え

り

被
遊
候
事

あ
そ
ば
さ
れ
そ
う
ろ
う
こ
と

此
節
乙
嶋
開

こ
の
せ
つ
お
と
し
ま
ひ
ら
き

ニに

ハは

尾
末
門
川
中
不
及
申

お
す
え
か
ど
が
わ
じ
ゅ
う
は
も
う
す
に
お
よ
ば
ず

、

猶
又
加
草

な
お
ま
た
か
く
さ

、
伊
が
た

い

が

た

両
村

り
ょ
う
む
ら

よ
り
献
納
歩
夫
罷
出

け

ん

の

う

ふ

ま

か

り

い

で

、

男
女
老
若

だ
ん
じ
ょ
ろ
う
に
ゃ
く

ニに

不
限

か
ぎ
ら
ず

、
五
百
人
計

ご
ひ
ゃ
く
に
ん
ば
か
り

ニに

而て

ひ
ら
き

申
候

も
う
し
そ
う
ろ
う

、
尾
末
漁
船
又

お
ず
え
り
ょ
う
せ
ん
ま
た

て
ん
ま
共
三
拾
四
五
隻

と

も
さ
ん
じ

ゅ
う
し

ご
せ
き

、

尤も
っ
と
も

其
内

そ
の
う
ち

（
中
略

ち
ゅ
う
り
ゃ
く

）
八
隻

は
ち
せ
き

、
此
分
加
草
浜
江
遣

こ

の

ぶ

ん

か

く

さ

は

ま

え

つ

か

わ

スす

、
外
二
十
五
六
隻

ほ
か
に
に
じ
ゅ
う
ご
ろ
く
せ
き

、
是こ

れ

ハは

役
目
之
人
数

や

く

め

の

に

ん

ず

う

ヲを

渡
海
為
至
候
分

と
か
い
い
た
さ
せ
そ
う
ろ
う
ぶ
ん

、
都
合
三
拾
四
五
隻
尾
末

つ

ご

う

さ

ん

じ

ゅ

う

し

ご

せ

き

お

ず

え

よ

り
差
出
申
事

さ
し
い
だ
し
も
う
す
こ
と

（
以
下
次
号
）



かどがわ温泉心の杜
チャイルドルーム

第３火曜日

かどがわ● 町報11月14

時
と
し
て
子
ど
も
の
生
命
ま
で
奪
っ

て
し
ま
う
児
童
虐
待
、
全
国
的
に
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
門
川
町

を
含
め
延
岡
児
童
相
談
所
管
内
で
も
毎

年
数
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
早
急
に

解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

す
べ
て
の
児
童
が
健
や
か
に
心
豊
か

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
も
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。

「
近
所
の
子
ど
も
の
泣
き
方
が
い
つ

も
と
違
う
気
が
す
る
ん
だ
け
ど
…
」

「
い
つ
も
お
な
じ
格
好
で
表
情
が
乏
し

い
子
ど
も
が
い
る
…
」
等
ど
ん
な
些
細

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
、「
も
し
か
し

て
？
」
と
気
付
い
た
と
き
に
は
、
勇
気

を
出
し
て
、
余
計
な
お
世
話
と
思
わ
ず

に
ご
連
絡
・
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
窓
口
・
連
絡
先
◇

門
川
町
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
　

1
６
３-

１
１
４
０

(

内
線
２
１
３)

延
岡
児
童
相
談
所
　

1
０
９
８
２-

３
５-

１
７
０
０

各
地
区
民
生
委
員

児
童
虐
待
に
つ
い
て
の
疑
問

◇
わ
た
し
が
電
話
し
た
こ
と
を
本
人
に

知
ら
れ
て
し
ま
い
ま
せ
ん
か
？

連
絡
し
た
人
が
不
利
益
を
被
っ
た

り
、
連
絡
し
た
人
が
誰
か
特
定
さ
れ

て
し
ま
う
よ
う
な
情
報
は
け
っ
し
て

漏
ら
し
ま
せ
ん
。

◇
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
な
り
ま
せ
ん

か
？「

身
内
の
こ
と
だ
か
ら
…
」、「
個

人
情
報
だ
か
ら
勝
手
に
漏
ら
し
た
ら

罰
せ
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
…
」
な

ど
相
談
や
連
絡
す
る
こ
と
に
一
歩
踏

み
出
せ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
虐
待

を
連
絡
す
る
こ
と
は
法
律
に
よ
り
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
守
秘

義
務
や
個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
優

先
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
を
守
る
こ
と
が
最
優
先

で
、
違
反
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◇
そ
も
そ
も
児
童
虐
待
っ
て
何
？

「
し
つ
け
の
一
環
だ
か
ら
…
」

「
遊
ん
で
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
…
」

と
し
て
も
、
そ
れ
を
子
ど
も
が
苦
痛

と
感
じ
て
い
な
い
か
ど
う
か
が
重
要

で
す
。
養
育
者
が
い
く
ら
一
生
懸
命

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
子
を
か
わ
い
い

と
思
っ
て
い
て
も
、
子
ど
も
側
に
と

っ
て
有
害
な
行
為
で
あ
れ
ば
そ
れ
は

虐
待
な
の
で
す
。

●
身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
た
ば
こ
の
火
を
押

し
当
て
る
等
し
て
火
傷
を
負
わ
せ
る

な
ど
、
体
に
傷
を
負
わ
せ
た
り
、
傷

を
負
わ
せ
る
恐
れ
の
あ
る
暴
行
を
加

え
る
こ
と
で
す
。

●
性
的
虐
待

性
的
な
い
た
ず
ら
、
性
的
行
為
な

ど
の
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
子
ど
も
に

し
た
り
、
見
せ
た
り
、
さ
せ
た
り
す

る
こ
と
で
す
。

●
ネ
グ
レ
ス
ト

児
童
の
心
身
の
正
常
な
発
達
を
妨

げ
る
よ
う
な
著
し
い
減
食
、
病
気
や

け
が
を
し
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か

な
い
、
長
時
間
の
放
置
な
ど
保
護
者

と
し
て
の
監
護
を
著
し
く
怠
る
こ
と

で
す
。

●
心
理
的
虐
待

言
葉
で
脅
し
た
り
、
無
視
し
た
り
、

子
ど
も
の
心
に
傷
を
与
え
る
言
動
を

行
う
こ
と
で
す
。

そ
の
他
に
保
護
者
以
外
の
同
居
人
に

よ
る
虐
待
を
放
置
す
る
こ
と
、
子
ど
も

の
目
の
前
で
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
ッ
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を
行
う
こ
と
も

虐
待
で
す
。

「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ

た
ら
迷
わ
ず
連
絡(

相
談)
し

ま
し
ょ
う
。

テーマ：『親と子のコミュニケーション』

講　師：松本由美子先生
・延岡市子育て支援センタ
ーおやこの森
子育て支援専門員
・元九州保健福祉大学
助教授

日　時：平成19年11月17日（土）
午後７～９時

場　所：クリエイティブセンター門川

【問合せ先】役場福祉課子育て支援係
163-1140（内線231）

※乳幼児～小学校低学年くらいの子
どもと親のコミュニケーションの
講座です。

先月号でご案内しました公立保育所の保育士によ
る出前保育「つどいの広場」が開設されました。第
１回目となる10月16日（第３火曜日）は、親子で30
名程の参加がありました。
子育て中のお母さん方が、子育てや育児について

気軽に話し合える場ですので、町内に知り合いがい
ない方や育児に不安を抱えている方も、気軽に参加
してください。
終了後に親子で温泉に浸かったり、景色を楽しみながら食事を摂るのもお勧

めです。
◎今後の日程

出前保育「つどいの広場」連絡先
・福祉課子育て支援係　1６３-１１４０（内線２３１）
・平城保育所（川野） 1６３-３２０４
・中央保育所（松下） 1６３-１４５３

《第２回 子育て講座》
のご案内

期　　日
１１月２０日
１２月１８日
１月１５日
２月１９日
３月１８日

時　　間

10:00～12:00

曜　　日 会　　場
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暴力団の違法な活動に関する情
報の積極的通報及び暴力団によ
る被害の早期届け出の促進

★暴力団に関する情報の通報依頼
暴力団は債権取立、覚せい剤、賭博等の伝統的

資金源に加え、一般市民や企業、行政機関に対す
る不当要求や犯罪を敢行する等資金源獲得活動を
多様化させています。
警察では、皆さんからの「暴力団の違法な活動

に関する情報提供」をお待ちしております。

★暴力団からの被害は早期に届出・相談をしましょう
暴力団からの被害は、早く警察や暴追センター（宮崎県暴力追放県民会議）へ
・暴力相談コーナーの専門家に相談することが解決への近道です。
・暴力団は警察に逮捕され、刑務所に入ることが一番怖いのです。
・警察・暴追センターは秘密を厳守し、お礼参りは絶対させません。

★暴力団追放三ない運動
◎暴力団を利用しない
◎暴力団を恐れない
◎暴力団に金を出さない

★暴力団に関する相談先
被害に遭ったり、被害を見たり聞いたりしたら
・緊急時は110番
・最寄りの警察署、交番
・暴力追放県民会議（暴追センター）

10985（31）0893
・県警暴力相談コーナー

10985（27）7110
へ相談、通報して下さい。
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コ
ス
モ
石
油
と
Ｆ
Ｍ
宮
崎
を
は
じ
め

と
す
る
Ｊ
Ｆ
Ｎ
38
局
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
組
ん
で
「
ア
ー
ス
コ
ン
シ
ャ
ス

〜
地
球
を
愛
し
、
感
じ
る
こ
こ
ろ
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
球
環
境
の
保
護
と
保

全
を
目
的
と
し
た
活
動
「
コ
ス
モ

ア

ー
ス
コ
ン
シ
ャ
ス

ア
ク
ト
」
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

「
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、

こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
全
国
の
山
、

川
、
海
、
湖
、
公
園
な
ど
を
舞
台
に
自

然
と
親
し
み
な
が
ら
、
環
境
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
１
年
４
月
の
開

始
か
ら
こ
れ
ま
で
に
、
２
７
０
カ
所
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
門
川
町
海
浜
総
合
公
園
周

辺
と
、
庵
川
漁
港
周
辺
の
清
掃
活
動
が

行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
３
３
６
名
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

８
時
30
分
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
、

曽
川
町
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
い

ま
し
た
。

続
い
て
エ
コ
ト
ー
ク
で
は
、
門
川
町

ビ
ロ
ウ
島
に
繁
殖
地
の
あ
る
国
指
定
天

然
記
念
物
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
生

態
と
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
宮
崎
大
学

附
属
小
学
校
教
諭
の
田
ノ
上
久
美
子
先

生
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ビ
ロ

ウ
島
が
、
ご
み
・
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ
っ

て
汚
れ
て
い
る
。
一
羽
で
も
多
く
の
雛

が
繁
殖
で
き
る
よ
う
に
何
か
し
て
あ
げ

た
い
と
の
思
い
で
、
ま
ず
近
く
の
海
岸

の
ご
み
拾
い
か
ら
始
め
た
。
小
さ
な
ご

み
を
拾
う
こ
と
が
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ

メ
の
小
さ
な
命
を
救
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、参
加
者
は
12
班
に
分
か
れ
、

海
浜
公
園
周
辺
と
庵
川
漁
港
周
辺
を
清

掃
し
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

両
地
域
と
も
た
く
さ
ん
の
ご
み
が
あ

り
、
特
に
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
付
近
に
は
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
が

た
く
さ
ん
落
ち
て
お
り
、
袋
い
っ
ぱ
い

に
ご
み
を
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。

約
一
時
間
の
清
掃
活
動
で
両
地
域
合

わ
せ
て
約
６，

６
６
０
リ
ッ
ト
ル
の
ご

み
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

清
掃
活
動
終
了
後
に
は
、
牧
山
み
か

ん
畑
へ
バ
ス
で
移
動
し
、「
み
か
ん
狩
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り
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。
み
か
ん
は
、

そ
の
場
で
食
べ
る
分
だ
け
取
り
、
帰
り

に
は
一
人
１
㎏
の
み
か
ん
を
持
ち
帰
り

ま
し
た
。

ま
た
、
門
川
町
か
ら
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
、
魚
す
り
身
の
あ
げ
み
と
門

川
町
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
加
者
全

員
に
お
配
り
し
ま
し
た
。

雲
ひ
と
つ
な
い
秋
晴
れ
の
中
で
、
ご

み
拾
い
を
し
、
牧
山
み
か
ん
狩
り
を
楽

し
み
、
地
球
・
環
境
を
考
え
る
良
い
休

日
と
な
り
ま
し
た
。

カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
た
め
に
、

そ
し
て
地
球
の
た
め
に
、
私
た
ち
に
で

き
る
小
さ
な
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。
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《国民年金の給付（３つの基礎年金）》
◆老齢基礎年金　平成19年度年金額792,100円（満額）
65歳から一生涯老齢基礎年金が支給されます。
※老齢基礎年金を受けるためには、保険料を納めた期間と保険料を免除された期間が最低25年間（300
月）あることが必要です。

・20歳から60歳になるまでの40年間（480月）の全期間保険料を納めた方は、65歳から満額の老齢基
礎年金が支給されます。

・保険料を全額免除された期間の年金額は１／３（将来は１／２）となりますが、保険料の未納期間は年
金の対象期間になりません。

・会社員や公務員（厚生年金や共済年金に加入）だった方には老齢厚生年金や退職共済年金が上乗せされ
て支給されます。

◆障害基礎年金　平成19年度金額(定額)990,100円（１級）・792,100円（２級）
・国民年金加入中の病気やケガで障害等級表（１級・２級）による障害の状態にある間は障害基礎年金が
支給されます。（注）子の人数によって加算があります。

◆遺族基礎年金　平成19年度金額1,020,000円（妻）
・国民年金の加入者が亡くなったとき、その方によって生計を維持されていた「子のある妻」又は「子」
に支給されます。
(注)子は18歳到達年度の末日まで、障害がある場合は20歳まで支給されます。妻に支給される場合は、
子の人数によって加算があります。

※障害基礎年金や遺族基礎年金を受けるためには、障害や死亡といった事故が発生するまでの公的年金
の加入期間の２／３以上の期間について、保険料が納付又は免除されていること、もしくは初診日又
は死亡された日の属する月の前々日までの１年間に保険料の未納がないことが必要です。

詳しくは、延岡社会保険事務所へお尋ねください。延岡社会保険事務所　10982-21-5424

室温は20℃、必要なときだけ運転。
●ガスファンヒーターの場合
年間でガス８.15m3の省エネ　約1,210円の節約

●石油ファンヒーターの場合
年間で灯油10.22Lの省エネ　 約710円節約

※外気温度７℃の時、暖房の
設定温度を21℃から20℃に
した場合(１日９時間使用)

室温は20℃を目安に。

●ガスファンヒーターの場合
年間でガス12.68m3の省エネ　約1,880円の節約

●石油ファンヒーターの場合
年間で灯油15.91Lの省エネ　 約1,100円節約

【門川町省エネルギー推進委員会】

※１日１時間運転を短縮した
場合（設定温度：20℃）

必要なときだけつける
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農業を営む皆様へ
～農業委員会委員選挙人名簿への登録申請～

農業者の利益を代表する「農業委員会委員」は、一定の資格を満
たし、かつ毎年作成される「農業委員会委員選挙人名簿」に登録さ
れている農業者によって選挙で選ばれます。
この「農業委員会委員選挙人名簿」は、農業者が毎年１月１日現

在の状況を申請することにより、農業委員会の審査を経て選挙管理
委員会が作成します。
町内に住所を有し、平成20年３月31日現在で満20歳以上の方で

次のいずれかに該当する方は１月10日までに農業委員会へ必ず申
請書を提出してください。
①10アール以上の農地について耕作の業務を営む方
②耕作の業務を営む方の同居の親族またはその配偶者（農業委員会
が認定）

③10アール以上の農地について耕作の業務を営む農業生産法人の
組合員、社員または株主（農業委員会が認定）

申請書は、選挙管理委員会・農業委員会事務局に準備しております。

〈お問い合わせ〉選挙管理委員会　163-1140（内線242）

門川高等学校農産物即売会
の開催のお知らせ

期　日：11月18日(日)
時　間：10:00～

生産物が無
くなり次第
終了します。

販売物：ハーブイチゴ・茶・もち米・
秋野菜・シクラメン・各種観
葉植物・各種木工品・しいた
け（生・乾燥）・洋菓子類・
ようかん・ロースハム・ベー
コン・薫鶏モモ・米みそ・魚
みそ・ジャム類・食物バザー
（当日のお楽しみ）
他にもいろいろありますの

でお越しください。
その他：駐車場を校内に準備します。

当日は混雑が予想されますの
で案内を致します。販売品目
は予定です。変更になること
があります。

１　ここに掲載した内容は、公表時点において門川町が発注を予定している工事です。（予定価格250万円を超えると見
込まれる工事）

２　公表日程現在において、工事に必要な土地等の取得、関係者の協議、調整が未了であるなどの理由により工事実施
が未確定のものについては、含まれません。

３　掲載した工事は、公表日現在の予定であり、実際に発注する工事が掲載内容と異なる場合、又は掲載されてない工
事が発注される場合があります。

４　掲載した工事は、工種、工区等を分離・分割して発注する場合があります。
５　この公表において、以前に公表した内容が変更になった場合には、備考欄に「変更」及び「追加」と記載し、変更
後の内容を掲載しています。

６　この公表において、以前に公表した工事は省略しています。

＊入札結果はホームページにより閲覧できます。 〈お問い合わせ〉財政課　契約・管理係

公表される発注情報は予定でありますので、下記に留意ください。

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

工　事　名　称

町道 本町～加草線配水管布設工事

消火栓設置工事

道路維持工事（２工区）

下水道整備工事（２工区）

曽根米ノ山線道路災害復旧工事

竹名中村線道路災害復旧工事

中山川河川災害復旧工事

三ケ瀬川河川災害復旧工事

火災警報器設置工事

町営住宅準耐２階屋上防水工事

林道災害復旧工事

農業用施設災害復旧工事

工事場所

大字加草字大迫尻

町内一円

町内一円

町内一円

大字庵川

大字門川尾末

大字門川尾末

大字川内

平城

平城

大字川内字庭谷

大字庵川

期間(約ケ月)

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

工事種別

管工事

水道施設工事

舗装工事

土木一式工事

とび･土工事

とび･土工事

土木一式工事

土木一式工事

電気工事

防水工事

土木一式工事

土木一式工事

工　事　概　要

配水管新設Ф75 L=540m

消火栓　新設４基

舗装工　一式

排水工　一式

法枠工、大型ブロック工

法枠工、モルタル吹付工

ブロック積工

ブロック積工

火災警報設置

平城団地13、14、15棟の防水

工

擁壁工　一式

３

３

３

４

３

３

３

３

３

３

３

３

発注予定時
(４半期) 担当課

水道課

水道課

環境建設課

環境建設課

環境建設課

環境建設課

環境建設課

環境建設課

環境建設課

環境建設課

産業振興課

産業振興課

備考

発注時期の変更

追加

追加

追加

追加

追加

追加

追加

追加

平成19年度の門川町における発注予定の工事（後期分）を、下記のとおりお知らせします。
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歩いて、健幸(康)をゲットしよう

社会教育課では、門川町体育指導委員とともに、年齢や体力に応じて誰もが参加しやすいニュー
スポーツという新しい分野のスポーツの普及に努めています。今回その中で、「ミニテニス」をは
じめとして、ニュースポーツを紹介・指導いたします。
スポーツが苦手な人でも、得意な人でも、その体力等に応じて楽しくできるのが最大の魅力です。

■スポーツ教室参加者募集
日　　時 11月16日（金）～１月25日（金）毎週金曜日

午後７時30分～９時30分
場　　所 ニュースポーツ紹介・技術指導（ミニテニス・ミニバレー・ウォーキング等）
定　　員 30人
参 加 料 1,500円（スポーツ安全保険料）
道　　具 各種目とも貸し出しいたします。
申込期間 11月１日（木）開始（募集定員になりしだい締切）
申込方法 氏名・年齢・性別・電話番号（主に連絡がとれる番号）

門川町社会教育課まで電話・ファックス等でご連絡ください。
10982-63-1140（内線266） FAX0982-63-5349

歩くことは、人間の基本動作です。このウォーキング、今までと一味違います。
歩いているのに成果があがらない、長続きしないという方体験しませんか。

募集人数 50名（定員になり次第締め切ります。）
演　　題 ｢美しい歩き方と健康ウォーキング｣
講　　師 NPO法人　ウォーキング研究所
理 事 長 駒崎　優（こまざき　まさる）※講師紹介　1947年　東京都出身。

ヘルスケアー・トレーナー（厚生労働大臣認可）
スポーツプログラマー（文部科学大臣認可）
社交ダンス講師（内閣総理大臣認可）など数多くの資格を取得し、その中で理論と技術
を融合し、バランスウォーキングを確立する。

日　　時 平成19年12月14日（金）13:15～受付（正面玄関前）
13:30～来年からの健診説明
14:00～講演会（16:00終了）

会　　場 かどがわ温泉「心の杜」※誰でもできる無理のない内容です。
※軽い運動ができる服装で、下記のものをお持ちください。
（タオル・バスタオル・飲み物・体育館シューズ）

講演会終了後は、温泉につかり、体とこころをほぐしてお帰りになられてはどうでしょうか。
入浴料大人：500円

◎申込先 12月７日まで
門川町役場　163-1140（町民課　健康づくり係　内線223・224）

主　　催：門川町・宮崎県国民健康保険団体連合会

ペットボトルリサイクルにご協力お願いします。

県民総ぐるみ運動

クリーンアップ宮崎のお知らせ

かどがわ● 町報11月21

ペットボトルリサイクルにご協力お願いします。
町民の皆様には日頃からゴミの分別にご協力して頂き誠にありがとうございます。
さて、門川町では未だペットボトルを燃えるゴミとして扱っておりますが、来年度の平成

20年４月からペットボトルのリサイクルに取り組むことが決まりました。
つきましては、来年度のペットボトルリサイクルに対応出来ますよう周知徹底していると

ころです。
分別方法は、下記の図のようになる予定です。また回収方法等につきましては後日決定次

第連絡いたします。

お問い合わせ　環境建設課　環境係　163-1140（内線286）

県民総ぐるみ運動

クリーンアップ宮崎のお知らせ
郷土の恵み豊かな環境を守り、住みよい郷土づくりを目指して、県下一斉の環境美化活動

が展開されます。
門川町においても、次のとおり清掃活動を実施いたしますので、趣旨をご理解いただきま

して、町民の皆様の多数のご参加をお願いいたします。
実 施 日：平成19年11月11日（日曜日）
集合時間：午前８時００分
作業時間：午前８時３０分から午前１０時００分

※小雨決行（雨天の場合は11月18日に延期いたします。）
実施場所：１．各地区で協議し選定してください（例：公園等）

２．中山川流域の河川清掃等（中山・平城・西栄町・栄ケ丘・宮ケ原・竹名地区）
集合場所：１．各地区独自でお願いします。

２．中山川流域につきましては、各地区毎に定めます。

なお、実施日（11月11日）に地区行事等で実施できない場合等は日程変更をされても結
構ですので、後日状況等をご連絡お願いします。

お問い合わせ　門川町環境建設課　環境係　163-1140（内線286）



２０年４月上旬
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・
抽
選
日
程

12
月
中
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

後
日
、
申
込
者
に
文
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

・
申
込
条
件

門
川
町
に
住
所
を
有
す
る
者
と
し

ま
す
。

※
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
票
と
印
鑑

が
必
要
で
す
。
申
込
書
は
環
境
建
設
課
に
あ

り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

環
境
建
設
課
環
境
係
　

1
６
３-

１
１
４
０
（
内
線
２
８
６
）

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
で
授
業
を
行

う
、
国
が
設
置
し
た
正
規
の
大
学
で
す
。

教
養
学
部

【
募
集
期
間
】
平
成
19
年
12
月
15
日
（
土
）
〜
平

成
20
年
２
月
15
日
（
金
）

【
募
集
学
生
】

■
全
科
履
修
生(

卒
業
を
目
指
す
学
生)

■
選
科
履
修
生(

１
年
間
在
学
す
る
学
生)

■
科
目
履
修
生(

半
年
間
在
学
す
る
学
生)

大
学
院

『
１
年
間
も
し
く
は
半
年
間
在
学
し
、
自
分

の
学
習
・
研
究
し
た
い
科
目
を
選
択
し
、
履
修

す
る
学
生
』

【
募
集
期
間
】
平
成
19
年
12
月
15
日
（
土
）
〜
平

成
20
年
２
月
15
日
（
金
）

【
募
集
学
生
】

■
修
士
選
科
生(

１
年
間
在
学
す
る
学
生
）

■
修
士
科
目
生(

半
年
間
在
学
す
る
学
生)

※
「
修
士
（
学
術
）」
の
学
位
の
取
得
を
目
指
す

修
士
全
科
生
の
募
集
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

【
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
８
８
３-

８
５
１
０
　
日
向
市
本
町
11-

11

1(

０
９
８
２)

５
３-

１
８
９
３
　

Ｆ
Ａ
Ｘ(
０
９
８
２)

５
３-

１
８
９
８

(

月
・
祝
日
休)

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.u
-air.ac.jp

願
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

(

０
１
２
０)

８
６
４-

６
０
０

「
ブ
ロ
グ
に
挑
戦
！
」

『
ブ
ロ
グ
と
い
う
言
葉
、
よ
く
耳
に
す
る
け

ど
い
っ
た
い
ど
ん
な
も
の
な
の
？
』
と
興
味
を

お
持
ち
の
方
、
必
見
で
す
。

「
ブ
ロ
グ
」=

「
ウ
ェ
ブ
ロ
グ
」
の
略
。
作
成
、

更
新
が
簡
単
に
で
き
る
日
記
形
式
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
こ
と
で
す
。
携
帯
電
話
か
ら
で
も
書
き

込
み
が
で
き
る
く
ら
い
手
軽
に
作
成
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
の
方
で
も
大
丈

夫
！
講
師
の
先
生
が
分
か
り
や
す
く
指
導
い
た

し
ま
す
。
あ
な
た
も
、
ブ
ロ
グ
デ
ビ
ュ
ー
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
程
（
６
日
間
）

11
月
19
日(

月)

・
22
日(

木)

・
26
日(

月)

・
29

日(

木)

・
12
月
３
日(

月)

・
６
日(

木)

時
間
午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
00
分

定
員

20
名

費
用

３，

０
０
０
円
以
内(

テ
キ
ス
ト
代)

※
１
月
に
『
ワ
ー
ド
講
座
（
初
級
）』
を
開
設
予
定

で
す
。

受
講
生
の
募
集
は
、
今
後
の
町
広
報
や
門
川

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

会
場

門
川
町
立
図
書
館
２
階
情
報
研
修
室

受
講
資
格

原
則
と
し
て
門
川
町
内
に
在
住
し
て
い
る
成

人
男
女

申
込
方
法

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ

門
川
町
役
場
　
社
会
教
育
課

1
６
３-

１
１
４
０

今
回
、
町
営
墓
地
使
用
権
の
売
り
払
い
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
空
き
区
画
及
び
使
用
料

南
町
霊
園
（
門
川
町
南
町
２
丁
目
）

16
区
画
　
使
用
料：

３
０
０，

０
０
０
円
／

区
画

・
申
込
期
間

平
成
19
年
11
月
１
日(

木)

か
ら

平
成
19
年
11
月
30
日(

金)

ま
で

・
申
込
先

門
川
町
役
場
　
環
境
建
設
課

環
境
係

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

自
衛
官
日
向
募
集
事
務
所
1
５
２-

６
９
１
４

総
務
企
画
課
消
防
防
災
係
1
６
３-

１
１
４
０

(

内
線
２
４
３)

平
成
20
年
「
成
人
式
典
」
を
左
記
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

実
施
日

平
成
20
年
１
月
13
日
（
日
）

「
成
人
の
日
」
の
前
日
で
す

対
象
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
63
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方

11
月
１
日
時
点
で
門
川
町
に
住
民
票
の
あ
る

方
に
は
、
11
月
中
旬
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
案

内
（
出
欠
確
認
）
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
門
川
町
外
在
住
の
方
で
も
、
本

町
の
出
身
者
で
あ
れ
ば
成
人
式
典
に
出
席
で
き

ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し

込
み
を
受
付
し
ま
す
。

※
町
外
在
住
者
の
受
付
期
間
は
、
平
成
19
年
11

月
４
日
（
月
）
〜
12
月
14
日
（
金
）
で
す
。

受
付
期
間
内
に
出
席
の
ご
連
絡
が
な
い
場
合

に
は
、
式
典
名
簿
に
名
前
が
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
当
日
記
念
品
を
お
渡
し
で
き
な
い
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

門
川
町
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
　

1
０
９
８
２-

６
３-

１
１
４
０(

内
線
２
６
６)

宮
崎
の
便
利
情
報
が
満
載
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

【
主
な
内
容
】
年
間
・
月
間
行
事
予
定
表

統
計
か
ら
み
た
宮
崎
県
・
市
町
村

別
の
主
要
統
計

県
内
の
主
な
催
し
・
県
内
主
要
機
関
一

覧
…
等

価
　
　
　
格

５
０
０
円
（
税
込
）

サ
　
イ
　
ズ

タ
テ
15
㎝
×
ヨ
コ
９
㎝

発
売
予
定
日

11
月
上
旬

申
込
・
購
入
先

購
入
の
お
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

申
込
書
を
各
地
区
で
回
覧
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

ま
た
、
門
川
町
役
場
総
務
企
画
課(

役
場
本

館
２
階)

で
も
随
時
販
売
を
お
こ
な
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

総
務
企
画
課
　
企
画
政
策
係
　

1
６
３-

１
１
４
０
（
内
線
２
５
１
）

「
成
人
式
典
」
開
催
に
つ
い
て

２
０
０
８
宮
崎
県
民
手
帳

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集
!!

町
営
墓
地
使
用
権
の
売
り
払
い
に
つ
い
て

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
平
成
20
年
度

第
１
学
期
学
生
募
集

募集種目

自衛隊生徒

一　次

２０年３月末～
４月上旬

平成２０年１月１２日(土)

平成２０年１月２５日(金)

平成２０年２月１９日(火)

平成１９年１２月１５日(土)
航空自衛隊　新田原基地

平成２０年１月上旬頃

二　次

試験日
場　所

最終合格

最終合格

男子
２等陸海空士

県内
約１００名

１８歳以上
２７歳未満
男子

９月２８日(金)
～

１２月１３日(木)

陸上
約２５０名

中卒（見込含）
１７歳未満
の男子

１１月１日(木)
～

２０年１月８日(火)

募集人員 資　　格 受付期間 入(校)隊試験期日及び合格発表等

かどがわ● 町報11月23

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
届
出
（
義
務
化
）
が
必
要

で
す
。

１．

外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出

外
国
人
の
雇
入
れ
・
離
職
の
際
、
そ
の
氏

名
、
在
留
資
格
等
を
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
雇

用
環
境
の
改
善
に
向
け
て
、
事
業
主
の
方
へ

の
助
言
・
指
導
や
離
職
し
た
外
国
人
へ
の
再

就
職
支
援
を
効
果
的
に
行
い
ま
す
。

２．

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に

関
す
る
指
針

事
業
主
の
方
が
遵
守
す
べ
き
法
令
や
、
努

め
る
べ
き
雇
用
管
理
の
内
容
を
指
針
と
し
て

整
理
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
沿
っ
て
、
職
場
環

境
の
改
善
や
再
就
職
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。

３．

不
法
就
労
の
防
止

１
の
届
出
に
当
た
り
、
事
業
主
の
方
が
在

留
資
格
等
を
確
認
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
不

法
就
労
の
防
止
が
図
ら
れ
ま
す
。

☆
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定

所
）
ま
で

日
向
公
共
職
業
安
定
所
　

1
０
９
８
２-

５
２-

４
１
３
１

宮
崎
県
で
は
、
特
別
支
援
学
校
等
に
在
学
中

の
障
が
い
の
あ
る
生
徒
を
対
象
と
し
た
職
業
・

仕
事
体
験
「
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
」
を
実
施
し
ま
す
。

現
在
、「
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
」
を
実
施
し
て
い
た
だ

く
「
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
」
と
そ
の
際
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
た
だ
く
「
ジ
ョ
ブ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
限

平
成
19
年
11
月
16
日(

金)

ま
で

●
応
募
資
格
　

サ
ポ
ー
タ
ー
企
業

「
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
、
か
つ
、
県
内
に
店
舗
や
工
場
、
事
務
所

等
が
あ
る
事
業
所

ジ
ョ
ブ
・
サ
ポ
ー
タ
ー

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
。

そ
の
年
の
納
税
の
一
部
と
し
て
納
め
て
い
た
だ

く
制
度
で
、
該
当
す
る
方
に
は
、
税
務
署
か
ら

通
知
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
分
の
所
得
税
の
予
定
納
税
の
第
二

期
分
の
納
期
限
は
、
11
月
30
日
（
金
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
予
定
納
税
額
は
、
前
年
の
所
得

税
額
を
基
に
計
算
し
て
あ
り
ま
す
が
、
商
売
を

廃
業
し
た
り
、
災
害
で
財
産
に
損
害
を
受
け
た

り
し
た
た
め
、
今
年
の
納
税
額
が
前
年
よ
り
減

少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方
は
、
11
月
15
日
（
木
）

ま
で
に
「
予
定
納
税
額
の
減
額
承
認
申
請
」
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
定
納
税
の
場
合
も
、
納
税
が
期
限
に
遅
れ

る
と
、
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
付
方
法
に
は
、
便
利
で
安
全
、
確

実
な
振
替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま

だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
是
非
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務
相
談

室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

延
岡
税
務
署
（
1
０
９
８
２-

３
２-

３
３
０
１
）

（
平
成
19
年
10
月
１
日
か
ら
）

外
国
人
労
働
者
（
特
別
永
住
者
を
除
く
）
を

雇
用
す
る
場
合
、
そ
の
氏
名
、
在
留
資
格
等
の

①
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
方
。
②
責
任
を

も
っ
て
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
実
施
の
際
の
支
援
及
び

就
労
時
の
支
援
を
行
え
る
方
。
③
障
が
い
の

あ
る
生
徒
の
保
護
者
等
で
な
い
方
。

●
応
募
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の
特

別
支
援
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

県
北
地
区

延
岡
南
養
護
学
校
　

1
０
９
８
２-

３
７-

６
４
３
３

申
込
書
は
各
特
別
支
援
学
校
、
各
商
工
労

政
事
務
所
等
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

上
記
特
別
支
援
学
校
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
就
労

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ま
た
は
宮
崎
県
教
育
庁
特
別

支
援
教
育
室
　

1
０
９
８
５-

２
６-

７
７
８
３

宮
崎
県
商
工
観
光
労
働
部
労
働
政
策
課
　

1
０
９
８
５-

２
６-

７
１
０
５

宮
崎
県
最
低
賃
金
は
、
宮
崎
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
で
審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

10
月
27
日
か
ら
「
時
間
額
６
１
９
円
」
に
改
正

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
低
賃
金
は
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
め
た
宮
崎
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
別

に
審
議
が
行
わ
れ
、
年
内
発
効
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
　
賃
金
室

1
０
９
８
５-

３
８-

８
８
３
６

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
「
税
を
考
え

る
週
間
」
で
す
。

税
金
は
、
私
た
ち
国
民
が
豊
で
安
定
し
た
暮

ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体

が
活
動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民
生
活
に
深

い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ

の
意
義
（
必
要
性
）
及
び
役
割
（
使
途
）
や
税

務
行
政
の
現
状
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と

と
も
に
、
国
民
の
皆
様
に
、
よ
り
能
動
的
に
税

の
仕
組
み
や
目
的
を
「
考
え
」
て
、
国
の
基
本

と
な
る
税
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
昨
年
に

引
続
き
「
少
子
・
高
齢
社
会
と
税
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
各
種
の
広
報
・
広
聴
活
動
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
期
間
、
給
与
所
得
者
や
主
婦
、
児

童
・
生
徒
な
ど
を
対
象
と
し
た
「
租
税
教
室
」
の

開
催
な
ど
、
税
を
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

「
租
税
教
室
」
の
開
催
希
望
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
へ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

延
岡
税
務
署
（
1
０
９
８
２-

３
２-

３
３
０
１
）

所
得
税
の
予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
確
定

申
告
に
よ
る
納
税
額
が
一
定
額
以
上
の
方
に
、

ご
存
じ
で
す
か「
税
を
考
え
る
週
間
」

所
得
税
の
予
定
納
税
第
二
期
分
の

納
期
限
は
11
月
30
日

サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
と
ジ
ョ
ブ
・

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

宮
崎
県
最
低
賃
金
（
地
域
別
）

が
時
間
額
６
１
９
円
に
改
正

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
の

ル
ー
ル
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
総
合
文
化
祭
文

化
部
門
の
合
同
茶
会
の
日
程
が
間
違
っ
て
お
り
ま

し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
正
し
く
は

「
11
月
11
日(

日)

」
で
す
。
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★
水
道
料
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

11
月
26
日
は
、
10
月
分
の
口
座
振
替
日
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
11
月
26

日
に
引
落
し
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
12
月
10
日
に
再
振
替
し
ま
す
。
な

お
、
９
月
分
の
再
振
替
は
11
月
12
日
に
行
い
ま
す
。

★
水
道
料
金
の
納
付
書
に
つ
い
て

今
月
上
旬
に
水
道
料
金
（
10
月
分
）
の
納
付
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

納
付
書
は
ハ
ガ
キ
の
タ
イ
プ
に
な
っ
て
お
り
、
て
い
ね
い
に
は
が
し
て
料

金
を
ご
確
認
の
上
、
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

水道契約者の皆様へ［お知らせ］
門川町では、給水装置でトラブル等が発生した場合は、町に登録されている指定給水装置工事事業者が工事・修繕を行うことになっ

ています。
トラブル等が発生しましたら水道当番の事業者、又は指定給水装置工事事業者に依頼するようにお願いします。
※給水装置…水道本管から分岐して設けた給水管および、これに直結する給水用具（蛇口）
※指定給水装置工事事業者…町長が指定した事業者
ご不明な点がありましたら、門川町役場水道課までご相談ください。水道課（直通）163-7678

入館者200万人！
平成19年９月25日に入館200万人を達成しました。記念すべき入館者となられたの

は、延岡市からお越しの甲斐福美様です。甲斐様には、町長、町議会議長より花束と
記念品が贈られました。
「週に４回程ダイエットの仕上げとして心の杜に来ています。サウナ室がゆったり

としているところが気に入っています。」と感想をいただきました。

レジオネラ菌検査報告
平成19年９月21日に自主検査として各浴室のお湯を採取し水質検査を依頼、９月

28日に各浴室とも「無菌」という結果でした。

サ
ウ
ナ
情
報

ココロとカラダにやさしいかどがわ温泉心の杜
〒889-0602 宮崎県東臼杵郡門川町大字庵川1942番地　10982-63-7780 FAX0982-63-7790

営業時間
休館日
入館者数 2,002,936人（９月30日現在）

11月12日(月)・12月10日(月)
午前10時から午後10時

月 火 水 木 金 土 日

ミスト男湯 ドライ ドライ ミスト ドライ ドライ ドライ

ドライ女湯 ミスト ミスト ドライ ミスト ミスト ミスト

※ドライ…乾式　ミスト…蒸気式

25

18

11

4

日
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11月のカレンダー

1
門川小集団宿泊
体験学習［５年］
（むかばき少年自然
の家　２日まで）
西門川小ふれ
あい活動
（13:45～15:30
大内原地区） 茶道子ども教室

(10:00～12:00
中央公民館)

いきいきまちフェス
ティバルイン門川･
第22回合唱の
つどい・作品展
（門川町総合文化
会館及び周辺）
中央公民館
遊びの広場
（9:00～12:00
中央公民館）

2 3

いきいきまちフェス
ティバルイン門川･
第17回芸能発表大会･作品展
（門川町総合文化会館及び周辺）
【文化祭】少年ソフトボール大会
（9:00～　海浜総合
公 園 ）、 テ ニ ス
（9:00～　海浜公園
テニス場）、弓道
（10:00～　幸節館）

遊学塾
（9:30～11:30
中央公民館）

草川小集団宿
泊 体 験 学 習
［４年］
（むかばき少年自然
の家　９日まで）

生涯学習高齢
者教室
（9:30～11:30
中央公民館）
家計チェック!
ありんこの会
（10:00～12:00
子育て支援セ
ンター）

東臼杵郡ゲー
トボール大会
（10:00～14:00
美郷町西郷区）
西門川小・中クリ
ーンアップ作戦
（14:10～16:00
学校周辺）

【文化祭】少女
バレーボール
（9:00～　勤
労者体育セン
ターほか）
楽しい野菜づ
くり講座
（9:00～12:00
門川町小園）

茶道子ども教室
（10:00～12:00
中央公民館）

【文化祭】ゲー
トボール
（海浜公園ゲー
トボール場）

かどがわ温泉
心の杜休館日

【文化祭】少女
バレーボール
（9:00～　
勤労者体育センターほか）
クリーンアップ宮崎
（8:00～　
中山川流域）
文化祭合同茶会
（9:00～15:00
クリエイティブセンター）

行 政 相 談 日
（10:00～15:00
総合福祉センター）
【文化祭】
四半的弓道
（9:00～　
総合福祉セン
ターふれあい
の館）

障害者スポー
ツ教室
（13:30～15:00
クリエイティ
ブセンター）

【文化祭】野球
（9:00～　
海浜公園野球場）

【文化祭】
ソフトボール〔年代別〕
（9:00～　海浜公
園）卓球（9:00～
中央公民館）、ソフ
トテニス（海浜公
園テニス場）、バレ
ーボール（9:00～
勤労者体育センタ
ーほか）

門川中技能体
験学習［１年］
（同校 午前中）

つどいの広場
（10:00～12:00
かどがわ温泉
心の杜）
遊学塾
（9:30～11:30
中央公民館）

【文化祭】グラ
ウンドゴルフ
（9:00～　
海浜公園多目
的広場）

五十鈴小集団
宿泊体験学習
［５年］
（むかばき少年自然
の家　30日まで）

定例農業委員
会総会
（9:30～　
役場３階会議室）

【文化祭】少年
サッカー大会
（海浜公園多目
的広場）

【文化祭】少
年・少女バド
ミントン大会
（勤労者体育セ
ンター）

楽しい野菜づ
くり講座
（9:00～12:00
門川町小園）
【文化祭】卓球
（9:00～　中
央公民館）

月 火 水 木 金 土
（平成19年10月16日現在）

5 6 7 8 9 10

19 20 21 22 23 24

26 27 28 29 30 1

12 13 14 15 16 17



◎集合税　　　６期

③器に鯛の切り身、豆腐、野菜をきれいに盛り付け、上から料理
酒をかけ蒸し器で15分程度蒸す。蒸せたら、①のタレをかけ
ていただく。（１人分なら電子レンジ600Wで約１分）

４．きんぴら

①鶏レバーは洗ってゆで、食べやすい大きさに切る。
②ごぼうはささがきにして水にはなす。人参はせん切り、キクラ
ゲと切り干し大根は水で戻して水気をしっかり絞り、キクラゲ
はせん切りに、せん切り大根は２、３ケ所に包丁を入れておく。

③鍋にゴマ油をひいて、レバーとチリメンをパリパリになるま
でよく炒め、ごぼう・大根・キクラゲを加えて炒め、調味料
を加えて調味料がなくなるまでよく炒める。最後にいりゴマ
をふり混ぜる。

５．煮干しのごまめ風

①大豆は水で洗って水気をふきとり、フライパンで焼き色が付
くくらいまで乾煎りする。煮干しも焦げないように、乾煎り
し、取り出しておく。

②フライパンに黒砂糖、水を入れて火にかけ、小さな泡がフラ
イパン全体に出たら、よく乾煎りした煮干し、大豆を加えて
手早くからめごまを振りいれてからめて火を消す

１．菜めし

①大根葉は塩少々を加えた熱湯でゆでて絞りみじん切りして、
しょう油を回しかけて混ぜておく。
②米は洗って電気釜に入れて炊き、①を混ぜる。

２．ポタージュスープ

①鍋を火にかけバターを溶かし、玉ねぎをよく炒める。その後、
かぼちゃ・にんじん・じゃがいもの薄切りを加えて再度炒
め、出し汁をヒタヒタになるまで加えて煮る。材料がとろけ
るくらいに煮えたら火を消し、マッシャーでつぶす。（ミキ
サーにかけてもOK）
②①を火にかけ牛乳とクリームコーンを加えて混ぜながら、
塩・コショウで味を整える。

３．白身魚のちり蒸し

①市販のポン酢を使って、美味しいタレを作る。
ボールに市販のポン酢１本分を入れて、薄切りした柚子（ヘ
ベス、カボス）１個分と出し昆布と花かつおを加えて軽くも
んで１時間以上置いてこす。（冷蔵庫で保存OK）
②にんじんは花形で抜き熱湯に通す。ブロッコリーは小房に切
り分け熱湯に通す。ほうれん草はゆでて、水気を絞り食べや
すい長さに切る。豆腐は沸騰したお湯にサッと通し、ザルに
上げて水気をきり、２cm角（２cm厚さ）切る。

～やっちみろや健康づくり２１～
『健康づくりは食事から』

今月の献立は、初めてパパ＆ママになる方を対象にしたすこやか教室
の献立を掲載しました。初めての出産は不安が多いものです。安心して
出産を迎えていただくためにも、また、質のよい母乳を出すためにもバ
ランスの良い食事を摂ることがとても大切です。大人が質の良いバラン
スのとれた食事を習慣化することで離乳食への展開も大人の食事をその
まま移行することができ、ゆったりとした子育てにつながるのではない
でしょうか。

「町報かどがわ」についてのご意見･ご要望は総務企画課までハガキかFAXでお送りください。

発行日／平成19年11月１日
発行編集／門川町役場　総務企画課
〒889-0696 宮崎県東臼杵郡門川町本町1-1
TEL(0982)63-1140㈹　FAX(0982)63-1356
ホームページアドレス／http://www.town.kadogawa.miyazaki.jp
印刷／安井株式会社

●町内人口

（ ）内は前月

10月１日現在

男

8,919
（8,925）

10,066
（10,046）

18,985
（18,971）

6,969
（6,960）

女 計 世帯数

お問い合わせ　町民課　健康づくり係

かどがわ● 町報11月26

〈材料はすべて１人分〉調味料は好みで加減してください。

今月の納期

納期内に納入しましょう!!

赤　　群

20g大 根 葉 50g
少々

米
薄口しょうゆ

青　　群 黄　　群

赤　　群

5g
5g
2g

チ リ メ ン
鶏 レ バ ー
ゴ マ

15g
10g
5g
2g

ご ぼ う
人 参
切 干 し 大 根
キ ク ラ ゲ

1g
10g
1g
3g

ゴ マ 油
出 汁
砂 糖 ・ 味 醂
し ょ う 油

青　　群 黄　　群

赤　　群

6g
3g
3g

煮 干 し
大 豆
ご ま

50g
50g

柿
み か ん

3g
3g

黒 砂 糖
水

青　　群 黄　　群

赤　　群

100g
30g

牛 乳
クリームコーン

20g
20g
10g

か ぼ ち ゃ
玉 ね ぎ
に ん じ ん

30g
3g
適量
少々

じ ゃ が 芋
バ タ ー
出 し 汁 適 量
塩 ･ コ シ ョ ウ

青　　群 黄　　群

赤　　群

40g
40g

鯛
豆 腐

30g
10g
30g

ブロッコリー
に ん じ ん
ほ う れ ん 草

１本
１個
10g
２枚

ポ ン 酢
柚 子
花 か つ お
出 し 昆 布

青　　群 黄　　群

蛋白質
30g
31.2g
ビタミンB２
0.50mg
0.58mg

カリウム
1,300mg
1,752mg
カルシウム
300mg
594mg

ビタミンC
40mg
134mg
リ　ン
300mg
609mg

鉄
4.0mg
6.3mg
食物繊維
10g

10.6g

ナイアシン
6.0mg
7.2mg
炭水化物
80g
89g

ビタミンD
1.0μg
9.7μg
脂　質
14g
15g

ビタミンＡ
210μg
1265μg
エネルギー
600kcal
605kcal

ビタミンB１
0.40mg
0.44mg

1食目安

1食目安

献立1人当

献立1人当


